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★ P2−469　当科で 試み た胎児中枢神経系異常の 出生前の 新 しい 診断基準

京都府立医大

藤 沢秀 年，岩佐弘一
， 北 脇 　城 ，本 庄 英 雄

2000年 1 月か ら 2004年 8 月まで 胎児水頭症 と し て 当科 に 紹介 され 胎内管理 後分娩 とな っ た 18例に つ い て 超 音波，MRI を併

用 して 脳 室拡大 の状 況をtll生前 に 観察 した．18例の うちわ けは ，
　 Chiari奇形 8例，全前脳胞症 4 例，脳梁欠損 3 例，正常 3

例で あ っ た．水平断面に お い て 側 脳 室 後 角拡大 が全 前脳 胞 症 を 除 く ユ4 例 に み られ た．特 に Chiari奇形 8例で は側 脳室後角 の

超音波冠状断面 に お い て特徴的な所見を確認，MRI の 断面 を設定 し脊髄病変を確定 し得 た．　 Chiari奇形 8 例 は脊髄髄膜瘤4

例 ， 脊椎被裂 1 例の 二 分脊椎 5 例 と脊椎形成不全 1 例 ， 脊髄腫瘍 2例 で全例 レ モ ンサ イ ン
，

バ ナ ナ サ イ ン は み られ ず ， 側脳室

後角が 冠状断面に おい て 三 角おに ぎり様 に 下方が角張 っ た形状 に拡大する 傾向がみ られ た．Chiari奇形 は二 分脊椎で 髄液圧

の 下方へ の 牽引に よ り小脳が下方偏位し髄液の 流 れが 障害され脳 室の 拡大が 起きる と され て い る．冠状断面 の 側脳 室 の こ の

変化 は，頭蓋 の 特異 的な 変形 に よる もの とい う考えもあ る が，我々 は脊髄病変に よる髄液圧 の 下方へ の 牽引が 先 に起 こ る こ と

で生 じると考えた．さ らに 脊椎形成不 全 ， 脊髄腫瘍 で は 上 方へ の 角張 っ た傾向も加わりこ れ は 病態からよ り早 い 時期 に 髄液 の

流 れが 完全 遮 断 す る こ と に よ る側脳 室 の 均等拡大か ら起 きる と考え四角切 り餅サ イ ン と名づ けた．側脳室後角は 角度 に より，

また水平断面の 撮 り方 に よ り， 正 常 で も大 き く見 え る．我 々 は 大 き さに よる 診断 ア プ ローチ に偏 る 傾向がある が，冠状断面に

お ける側 脳 室 後角の 形状の か すか な変化 の 傾向を確認す る こ とが 有用 で あ っ た の で，病 理 学 的 ， 解 剖学 的 考察を加えて 報告す

る．

P2−470　血管形成 における血 管内皮前駆細胞 と トロ ホ ブ ラ ス トの 関与

愛媛大

阿部恵美 r−，松原圭
一，伊藤昌春

【目的】生 理的状態 に お い て ，血管形 成が 恒常的に行われ て い る の は，子宮内膜や 卵巣 な どの 限 られ た 部 位で あ る，　
・
方，妊

娠初期は無数 の 血 管形成 に よ り子宮胎盤 循環 を形 成 す る が，こ の 血管形成に つ い て ，血 管内皮前駆 細 胞 （EPC ）と トロ ポ プ ラ

ス ト （Tr）の 観点か ら検討 した．【方法】材料 は全 て 同意の 元 に得 られ た．黄体後期 の全血から EPC を抽出，妊娠 6〜9 週 の 人

工 流産 よ り得た Tr と共培養 した もの （Tr （＋ ））と ，
　 EPC 単独培養 を行 っ た もの （Tr （

一）〉を比 較検討 した．培養 4 日 目で

非接着細 胞中の EPC 数を， 7 日目で接着細胞 の LDL −1ectin　assay を fiow　cytometry で測定した，4 日目培養上清中 stem 　cell

factor（SCF），vascular 　endothelial 　growth 　factor（VEGF ）， placenta　grewth 　factor（PIGF）は ELISA に て測 定 した．【成績】

非 接 着細 胞 （cels ／well） は，　 Tr （＋ ）（850± 18L　 mean ± SE） の 方 が Tr （
一
）（4，456 韭 1．489） よ り有 意 に減少 し （p く O．05，

n ＝8）， LDL　
一
　lectin　assay （cells／well ）は，　 Tr （＋ ）（5，737 ± 1，157）が Tr （一）（2，587± 503）に 比 し て 有意 に 増加 した （p〈

0．05，
n ＝12）．　 VEGF （pg／mL ）は Tr （一〉（96．5± 21．0）が Tr （＋ ）（IL9 ± L19）に比 し て 高値を呈 し （n ＝10），逆 に PIGF

（pg／mL ＞は Tr （＋ ）（165．7± 16．8）が Tr （
一
）（3．15 ± O．76）よ り有意 な 高値を認め た （p＜ O．05，　 n ＝7）．SCF は 有 意差 を 認 め

なか っ た，【結論】血 管形 成 にお い て は ， EPC と，そ れに 作用する 様々 な 増殖因 子 の 存在が 必要で ある が，妊娠初期 に は PIGF

な どの Tr を介 した増殖因子 の 関与が 示唆 され た．

P2−471　カ フ ェ イ ン は培養 ヒ ト臍帯静脈血管内皮細胞 （HUVEC ）の ア ポ トーシス を濃度依存性 に 誘導す る

神戸大

松岡正造，森 山俊武，丸 尾 　猛

【目的】妊婦 の カ フ ェ イ ン摂取 は 流産や 子宮内胎 児 発育不全の 頻度を高め る との 報告 が あ る。そ こで 流 産や 妊娠高血圧症候群

の 原因 となる血管内皮障害に着 目し，血管内皮細胞 の ア ポ トーシ ス に及 ぼすカ フ ェ イ ン の 影響を培養 ヒ ト臍帯静脈 血 管内皮

細胞 （HUVEC ）を用 い て 検討 した．【方 法】HUVEC をカ フ ェ イ ン 30，100，300μM 添 加下 ， 非添加下 に 24，48時間培養 し，

生細胞数 と DNA に特異的に結合する Hoechst　33，342染色へ の 影響を検討した．また ，　Caspase− 3蛋白発現へ の 影響を West・

ern 　blot法 と ELISA 法 で，　Caspase− 9 と Poly− ADP 　ribose　poly皿 erase （PARP ）蛋白発現へ の 影響を Westem 　blot法 で検

討 し た．【成績】Cleaved　Caspase− 9，− 3蛋 白発現 は ， い ずれ の添加濃度 で も非添加群 に 比し 24 時間後有意 に 増加 し た．

Cleaved　PARP 蛋白発現 は，100， 300μM 添加群 に お い て 非添加群 に 比 し
，
48時間後に は各々 1．9，2．2倍へ と有意に増加した。

Hoechst　33，342 染色 で は ， ユOO，300pM 添加群 で ク ロ マ チ ン凝縮陽性細胞比 率が 24時間後 よ り増加 し，48時 間後 に は非添加

群 に比 し各々 3．6，4．3 倍へ と有意 に増加した．生細 胞数 は 30， 100， 300pM 添加群 に お い て 48 時間後，非添加群 に比 し各々

56．1， 30．9，21．0％ と宥意 に 減少 した ．【結論】培養 HUVEC の caspase
− 9，− 3 依 存性 ア ポ トーシ ス は カ フ ェ イ ン添加濃度依

存性 に誘導され た．この こ と より妊婦 の カ フ ェ イン摂取 は臍帯静脈血 管内皮細胞の ア ポ ト
ーシ ス に対 し促進的に働 くこ とが

示唆 さ れ た．
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